
第１回 地区環境セミナー 平成１５年２月２日 
 
  用語の説明 
ＰＡＷ 

Ｐ：プログラム［program］：プログラムとは、いくつかの目標を持って 
  設定されている流れ全体の事を言います。 
Ａ：アクティビティ［activity］：アクティビティとは、プログラムを構成 
  する一つの活動のことです。 
Ｗ：ワークショップ［workshop］：「教える」と「学ぶ」の関係でなく、 
  全員の考えや知識・経験を分かち合った後、全体として、ひとつの 
  ものを作り上げていく行程を言います。 
 
 スカウテイング→よりよき社会人 
自発的な生活の信条（ちかい）と日常の物差し（おきて）を生活の規範とし、 
 「班制度」と「進歩制度」の２大制度を基盤に、野外生活を主とする体験主義 
 をもって、青少年に必要な４つの要件を養い、より良き社会人を育成する。 
 
  目的（ＷＨＹ） 
 「ちかい」と「おきて」の実践・・・・より良き社会人を育成する。 
  内容（ＷＨＡＴ） 
  １）人格（基本） 
  ２）奉仕（社会生活） 
  ３）健康（身体管理） 
  ４）技能（知識・技能等） 
  方法（ＨＯＷ）体験することで学ぶ 
  １）戸外活動（自然体験） 
  ２）班制度（パトローリングシステム） 
  ３）進歩制度（バッチシステム） 
  「発見」＋「感動」（体験）－自信→客観的に自己を見つめ自己表現を可能に 
  ※リーダーは、感動の伝達者→○ 
         したがわせる→× 傲慢････男社会 
  聞けば→忘れる 
  見れば→覚える  発見すれば→できる 
  すれば→分かる        気づき（関心を持つ） 
  スカウツオウン宗教心（神・仏を信じる） 
  明確な信仰を持つ････感謝の心 
  スカウツオウン：信仰を高揚し、ちかいとおきての実践を深める 
  「ちかい」と「おきて」の実践：生かされている自分が世間にする恩返し 
  アウトドアブーム 
  人間が都市かした結果の要求→自然破壊につながる可能性 
  環境問題 
  太陽 土、水、大気＋生物＋人間 
       （生態系）      エコロジー 
 
 
 
 



  セッション１ 大野 １０：００～１１：００ 
 ボーイスカウト運動における環境学習 資料配付 
  環境セミナー教育の歴史 ～６回 計１０名参加 
     今後、地区で開催を進めていく 
 
 スカウト環境行動スローガン 
  わたくしたちスカウトは、自然の恵みに感謝し、地球市民として、自然の 
 美しさがいつまでも保たれることを願い、地球環境の保護のため積極的に 
 行動します。 
  １．緑の大地を守り育てます。 
  １．かけがえのない水と空気を汚さないようにします。 
  １．すべての動植物の命を大切にします。 
  １．かぎりある資源の節約とリサイクルにつとめます。 
  １．地球にやさしい野外活動を実践します。 
 世界ジャンボリー報告 中部１７隊 隊長 中村 
  地球開発村  日本人は、全般的に語学力が乏しいのでコミ二ヶーションが 

取れない。説明も理解出来ないのですぐ立ち去ってしまう 
文法よりスピーチ力が必要 

 
 ビデオ鑑賞 マングローブについて １０：３０～１１：５０ 
 
  ネイチャーゲームについて 日比野  １１：００～ 
  書籍紹介 １～４巻 柏書房 １～２巻がおすすめ 
  目的 「自然への気づき」 体験から 
  環境教育３つの段階 
   １．気づき 
   ２．理解 
   ３．行動（アクション） 
  知識を教えるよりも子供とともに一緒に 
 
  クラフト（牛乳パックの再利用） 椎葉（浩）  １１：１５ 
   江南市リサイクルフェアで出展 
   ストローを使って笛を作ろう。 
   紙ホイッスルを作ろう。型紙を作ってもいい。 
※適当なサイズでも鳴る。 

   宮下さんが一番にいい音で鳴ることができた。 



  フィールドワークへ出発 
   外は寒いので防寒着を！ 
   「宝さがし」 指定された物を歩きながら見つけだす 
     ・自然物の物より人工の物が多かった 
   「カモフラージュ」 隠す人の人柄が出るかも 
     ・時間が限られていたのでなかなか見つからなかった 宝さがし 
   「森の迷子」写真の物をフィールドの中から見つける 
     ・池のあたりは、寒かったが皆良く走り回った 
  まとめ ５感を使う 
ネイチャーゲームの効果 

    自然への気づき 
    感受性が高まる                    カモフラージュ 
    参加者同士が                 森の迷子 
    心と体をリラックスさせることが出来る。 
  昼食 建物の陰で風をよけながら食べました 
   
  セッション３ 河村・中村 
  ソーラー充電器を見せびらかす・・・中村 
  ・団での推進方策 
   スカウト運動における環境教育への取り組み 
   日本は、世界から２０年以上遅れている 
   １１回のジャンボリーからローインパクトキャンプを実施 
   
ローバースカウトの活動を紹介 
  国際貢献 
グループワーク 
   
部門 活動名を書き出す。 活動を選択して企画する 
ＢＶ 
ＣＳ 

カントリー大作戦 
宝探し 
カモフラージュ 
川の汚染体験 
おち葉の図工 
動植物の観察 

動植物の観察 
 セレモニー 
 動植物の観察 
  図鑑などで名前を調べる 
  性質・生態 
 休憩 
 ゲーム（森のビンゴ） 
 評価 



 セレモニー 
 解散 

ＢＳ 
ＶＳ 
ＲＳ 

炊事章の取得を目的としたプロ 
水質調査 
ゴミゼロキャンプ 
公害調査キャンプ（移動） 
サバイバル（食料自給自足） 

ゴミゼロキャンプ料理教室 
 セレモニー 
 趣旨の説明 
 料理支給 
 料理開始 
 料理終了 
実食 
片づけ 
評価・反省 
撤収 
ファミリーキャンプで 

ネイチャーゲーム 
団委員等 １．ファミリーキャンプで 

ネイチャーゲーム 
２．年末夜間ハイク 
（木曽三川の水質） 
３．カントリー大作戦 
４．リサイクルフェアーでの 
  工作（廃物利用） 
５．美化センターの見学 

年代別 
ビーバー／カブ 
ボーイ 
ベンチャー以上 

ゲームの内容 
カモフラージュ 
捜索ゲーム 
竹細工（ナイフ 
の使い方） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     第１回 地区環境セミナー 集合写真 撮影 中村＠師勝１ 
 


